
別紙１

中期計画＜令和２年度～令和４年度＞
評価

○一人ひとりの児童生徒が個性を発揮し主体的に活動できる学校づくりに努める。
○一人ひとりの教師が専門性を発揮し、組織として機能する学校づくりに努める。
○保護者・地域との信頼関係を深め、ともに歩む学校づくりに努める。
○自己研鑽に努め、指導力の向上を目指し、児童生徒の心をしっかり受け止めことのできる学校づくりに努める。
○学校目標の実現や課題の解決を図るチーム馬路の構築に努める。
○互いに教え教えられ、望ましい15才の姿を共有する小中連携教育の推進に努める.

・日常的な「主体的・対話的で深い学び」
の授業実践
（１）学力向上が組織的に図られ、すべての教科におい
て、全国学力・学習状況調査では全国正答比＋３、・高
知県学力定着状況調査では県平均＋３である。
（２）校内研修や研究授業の活性化により、「新学習指
導要領にそった指導と評価の一体化」の授業改善が進
められている。
①生徒の学校評価アンケート「授業に意欲をもって取り
組んでいる」の肯定群が85％以上である。②教員の授
業改善評価アンケート「根拠を基に自分の考えを説明
させている」「本時のねらいが達成できている」「ふりか
えりの場の設定」すべて肯定群70％以上である。③全
教科の授業ICTが活用されている。
（３）家庭学習の定着が組織的に図られ、学習時間にお
いて１時間以上の生徒70％以上、うち2時間以上の生
徒40％以上である。

目標＜単年度の到達指標＞

Ｂ

(1)全国学力・学習状況調査（全国比）国語-0.6、数学
+6.8、高知県学力定着状況調査（県比）１年国語-
9.8、社会+1.5、数学-10.6、理科-4.8、英語+2.1、２年
国語+16.2、社会+1.9、数学+12.7、理科+17.9、英語
+11.0であった。
・教科間の学力差が大きく、計画的な個別指導の継
続と、定期テスト以外に単元確認テスト等の実施で知
識の定着を図る。
（２）①②週に一度チーム会を実施、全教員が「自身
の授業改善に役立っている」と感じている。アンケート
のデジタル化で、比較しやすくPDCAにもつながった。
①生徒の授業評価アンケート「授業に意欲をもって取
り組んでいる」の肯定群は97％。
②「根拠を基に自分の考えを説明させている」肯定
83％、「本時のねらい達成」100％、「ふりかえりの場
の設定」50％。
「振り返りの視点」カードを導入、チーム会で効果的な
振り返りを研究し、質の向上への意識が高まった。
③全教科の授業でICTが活用されており、毎時間活用
している教員は67％。
（３）家庭学習時間１時間以上が35％、２時間以上は
20％。メディアの使用時間が多い。

Ｂ

①学習部会の中で役割を分担するととも
に、小学校の学習部会にも協力を仰ぎ、校
内研修を実施できた。
②校内研修、研究授業を計画的に実施でき
ている。
　（研究授業実施率50%)

①②⑤段階的にBasicガイドブックに基づい
た授業づくりを行っている。
③単元テスト正答率80%を越えている。
④各種学力調査問題を分析し、授業に反映
させている。

①使用方法について研究を進める必要が
ある。
②家庭学習の提出状況は90%を越えてい
る。
③ノート展を実施した。
④継続的に実施できている。

・授業づくり講座を通して、新学習指導要領
の内容の再確認できた。
・部会の活動を継続的に行い、授業スタン
ダードに基づき、授業の流れカードの使用し
た板書の統一するなど、めあて、ゴールイ
メージを明確にした思考・判断・表現する研究
授業を全教員が実施した。
・高知県学力定着状況調査県平均＋9.0
・生徒アンケート「授業は意欲をもって取り組
んでいる」100%、「授業がよく分かりますか」
肯定評価92%等、授業に関する4項目平均の
肯定的評価92%
・単元テスト(数)正答率83.1、県平均＋14.9
・ICT活用指導力のチェックリスト項目A
→強い肯定的評価53%
・生徒アンケート「家庭学習を頑張っている」
９２％。家庭学習の提出状況９２％。
自主ノート展を２回実施し、他学年から学ぶ
機会をもつことができ、以後のノートづくりに
生かすことができた。

（１）教科担当が中心となり、高知県学力定着状況調査について、思考、判
断、表現を問う問題の事前の手立てや、事後の結果分析などを全教職員
で行う。
（２）①②授業スタンダードを徹底し、つけたい力や学習評価の基準を明確
にした授業を毎時間行う。全教員が研究授業を行う。定期的な異教科によ
る教科部会（チーム会）の開催と他教員の授業を見ることで、教科間連携
の充実をめざす。
③資料等の効果的な提示によって児童生徒の興味・関心を高めたり、課題
を明確につかませたり、学習内容を的確にまとめさせたりすることができる
というICTの有用性を授業を担当している教員に周知する。
（３）研修職員会等で全学年の家庭学習の内容確認を行う。また生徒の情
報や各教科の状況等を意見し合い、授業内容の定着に向け協議していく。

（１）事前の手立てを計画し、全教職員で取り組んでいる。
（２）①②他教員の授業を参観している。学期に１回参観週間（１週間）を設け
ている。
①生徒の授業評価アンケートを学期に１回実施し、分析・共有を行っている。
②教員の授業改善評価アンケートを学期に１回実施し、授業改善につなげて
いる。
③ICTの利用頻度についてのアンケートを学期に１回実施し、状況を把握して
いる。
（３）５教科で家庭学習を出している。
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現状＜○強みと●弱み＞ 目標＜３年後の到達指標＞
・学年、教科、小中を超えた授業スタイルの共通化
・生徒の学習状況を把握し、伸ばしたい力を明確にして指導にあた
る。
・学習意欲を高め、一人ひとりが分かる喜びや学ぶ喜びを実感でき
る授業を創造する。
・学びに向かう姿勢を育み、高めるための学習指導を充実させる。
・言語活動の充実と表現力豊かな生徒を育成する。
・計画的、継続的な校内研や授業研を行う。
・ICTを活用実践につながる具体的な研修の実施

・体験的な活動により、人や自然、ものとの関わりを通し　て道徳的
実践力を育成する。
・異年齢による関わりを重視した指導を工夫し、共感的心情を育成
する。
・全教育活動を通して「人権尊重の心や態度」を育成する。

・集団生活のマナーやルールを身につけ、家庭と連携して基本的生
活習慣を定着させる。
・食生活について生徒の実態を把握し、給食指導等を通して、実践
に結びついた食育指導を行う。
・体育の授業の充実と計画的な体力づくりを通して、体力・運動能力
を向上させる。

○高知県学力定着状況調査の結果より、全教科で全国平均を
   上回っており、基礎的な内容は定着している。
○家庭学習の習慣が定着している。
○学校評価アンケートより、授業に関する評価が高い。
●Basicに基づいた授業展開
●個人思考や考えた事柄を表現する力が弱い。
●主体的・対話的に意見を述べる力が十分ではない。
●ICT活用指導力のチェックリストの項目Aにおいて、強い肯定の評価が
43%と低い傾向にある。

【現状】令和元年度　道徳意識調査・自尊感情の肯定的評価
〈前期〉71.4％～〈後期〉92.3％
〇個々の役割が多く、多様な経験ができる。
●大規模校進学などの環境の変化に対応できるか？
【現状】Q-Uアンケートにおける学級生活満足群　64％
〇満足群の生徒が安定している。
●環境の変化に安定を保てるか？

●昨年度の目標に対する割合が大きく離れたものであること
　から、スポーツテストに対する運動能力は低い。
〇朝食の摂取率は100％である。

○小中連携教育の推進（組織の一体化）
・小中教員が日常的に授業評価を行うPDCAサイクルと小中教員による
OJTの充実（小中教員による授業参観週間、合同職員会、合同研修会を
月１回定期開催。合同職員朝礼を週２回開催）。
・９年間を見通した小中一貫校カリキュラムと各学年で身につけさせたい
項目、目ざす１５才像を小中教員で作成。
・小中合同支援委員会の月１回定期的開催、・外部講師による合同特別
支援研修会年２回開催によりいじめ不登校０継続。
○外部人材を積極的に活用した防災･安全教育への取り組み。
新たな外部人材の活用（消防、警察、自衛隊、行政）
○部活動
生徒・保護者アンケート肯定的評価90％以上。
○教員の時間外労働
校務支援システムのより勤務時間の管理を行う。教員の時間外労働45時
間以内の割合を７割。

○小中連携教育の推進
・新たに小中管理職企画委員会（2回/週）を設け、乗り入れ授業、
合同行事、合同研修会、合同支援委員会、特別支援等について小
中の連携を図り、OJTの効果を高める。アンケートにより確認。
○外部人材を積極的に活用した防災･安全教育への取り組み。
新たな外部人材、新しいカリキュラムを取り入れる（防災訓練におけ
る避難所体験等）
○部活動
高知県運動部活動ガイドラインに基づき、全教員の参加により部活
動を運営する。
○教員の時間外労働
校務支援システムにより勤務の実態を可視化し、業務の精選を行
う。

○小中合同行事や乗り入れ授業により、小中教職員が１５歳卒業時の望
ましい姿、９年間を通し身に付けさせたい力について、中学校の専門性と
小学校のきめ細かさ両方で考える事ができる
○小中合同職員会や合同研修会により、義務教育の担い手であるという
共通意識を持ち、９年間にわたり子どもたちを見守って行くシステムがあ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○不登校・問題
行動は数年来０であり、保護者、地域からの学校への信頼も高く、連携・
協働の環境が整っている。
○全生徒が部活動（野球部・卓球部）に参加し、保護者の理解も深く協力
的である。
●外部人材を積極的に活用した防災･安全教育への取り組みが不十分。
●全教員の時間外労働が週45時間を超えている。

○生徒の学習状況を把握し、伸ばしたい力を明確にして指導 （授業改善）
・日常的な「主体的対話的で深い学び」の授業実践
・全国学力学習状況調査→全国正答比で５Ｐ以上
　高知県学力定着状況調査→県平均より５Ｐ以上
・学校評価アンケート、授業に関する項目→肯定的な評価９０％以上
・学校評価で「学力」に関する項目をＡ評価
・ICT活用指導力のチェックリスト→肯定群 項目Aで90%、項目C-4で80%

○豊かな心を育てる教育の充実
・道徳意識調査で生徒の肯定的評価の割合が９０％以上
・Ｑ-Ｕアンケート「学校生活満足群」の割合９０％
・学校評価で「豊かな心」に関する項目をＡ評価にする。

行動指針＜３年間の取組方針＞

短期計画　【知】
評
価

目標達成に向けた取組

検証・評価＜３年間の総括＞

項目
＜振計＞【担当】 ◇具体的な取組

○健やかな身体
・体力調査における個人総合評価で、全員がＢ以上
・生活習慣に関するアンケートで、意識の向上や改善に取り組
　む割合が８０％以上
・学校評価で「健やかな身体」に関する項目をＡ評価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞
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①校内研究組織の改善、役割担当を明確化する。
②計画的な研究授業・分析会を実施する。
③保護者に学力向上への取り組みを説明し理解を得る。
④ICTを活用した教材研究、指導の準備、評価、校務に関する校内研修を
情報担当を中心に進める。

①部会の活動を継続的に行い、課題や具体的取組を共有化、研究を
　すすめる。
②全教員研究授業を実施する　100％。
　小中合同研究授業を２回実施する　100％。
　校内研や授業づくり講座等を活用し指導力の向上に繋げる
　肯定的評価A　80％以上。
③学習に関する肯定的評価　80％以上。
④ICT活用指導力のチェックリスト項目Aの強い肯定的評価　70%

①「聞く・話す・伝え合う・書く」活動を大切にした授業づくりを目指す。
②思考・判断・表現する場面を設定する。
③単元テストや数学シート、英語ライティングシート等を活用する。
④前年度の全国学力学習状況調査、高知県学力定着状況調査の問
　題を活用する。
⑤授業力チェックシート・ベイシックガイドを活用し、授業スタンダードを確立
する。

◆取組の評価指標

①②⑤研究授業等を通して、検証をする　肯定的評価80％以上。
②生徒の肯定的評価90％以上。
③単元テストの正答率県平均＋5％。
④教科担任の継続的な指導を行う　自己評価A　80％以上。
⑤計画的に活用する　実施率100％。
⑤授業スタンダードの確立　実施率100％。

①学習規律を確立する。
②毎日の家庭学習と自主学習を充実さる。
③ノート指導（書く）を継続して行う。
④帰り学習のアクセス学習、朝のモジュール学習を充実する。

①学習の流れをカード明示で可視化する。
②毎日の提出　90％以上。
　各教科の宿題内容の共通理解を図る。
③他学年から学ぶ機会をもつ（ノート展２回実施）。
④教科担当がチェック　自己評価A。

・生徒の学習状況を把握し、伸ばした
 い力を明確にして指導（授業改善）
（１）学力向上が組織的に図られ、すべての教科におい
て、全国学力学習状況調査（全国比）＋５Ｐ以上、高知
県学力定着状況調査（県平均）＋５Ｐ以上
（２）チーム会を中心とした「指導と評価の一体化」の授
業改善が進められている。
①生徒の学校評価アンケート「授業に意欲をもって取り
組んでいる」の肯定群が９５％以上である。②生徒の学
校評価アンケート「振り返りの時間がある」の肯定群が
１００％である。③生徒の学校評価アンケート｛ＩＣＴが効
果的に活用されている」の肯定群が100％である。④教
員の授業改善評価アンケート「根拠をもとに自分の考え
を説明させている」「振り返りの場の設定」の肯定群が８
０％以上、ICT活用指導力のチェックリストA-1「ICTの活
用場面を計画して利用」の肯定群９０％以上
（３）家庭学習の定着が組織的に図られ、学習時間にお
いて１時間以上の生徒７０％以上、うち２時間以上の生
徒４０％以上である。

<Ⅰ-1(1),1(2),1(4),
1(5),Ⅲ-1(1),1(2)>

【研究主任、進路指導
主事、学力向上部
会、情報教育担当、
校長】

（１）高知県学力定着状況調査に向けて、全国学力・学習調査や総
合学力調査の問題・結果の分析を全教職員で協力して行い、生徒１
人ひとりの学力・学習状況を的確に把握し、個々に応じた学習支援
を行う。また、高知県学力定着状況調査の問題・結果についても同
様にし、来年度の全国学力・学習状況調査への手立てを考案する。
（２）生徒の授業評価アンケートを学期に１回実施し、分析・共有を行
う。
①②③④全教員が研究授業を行う。定期的な教科外部会（チーム
会）と他教員の授業の参観を行うことで、教科間連携の充実をめざ
し、全校で授業力の向上を目指す。
③④全教員が授業に必要な最低限のタブレット操作を習得し、生徒
の主体的的、対話的で深い学びを呼び起こすために、授業に限らず
学校生活のあらゆる場面での効果的な使用を行う。
（３）担任を中心に家庭学習の状況を把握し、個々の生徒に応じた手
立てを考え支援を行うとともに、その内容を全教員で共有する。ま
た、各教科で効果的な家庭学習の課題について考案する。担任を
中心に各教科の家庭学習の課題の量の調整を行う。

（１）高知県学力定着状況調査
　　全教科　全国平均以上、県平均＋５Ｐ以上
（２）①生徒の学校評価アンケート
　　「授業に意欲をもって取り組んでいる」肯定群９５％以上
　　　②生徒の学校評価アンケート
　　「振り返りの時間がある」肯定群が１００％
　　　③生徒の学校評価アンケート
　　「ＩＣＴが効果的に活用されている」肯定群が100％
　　　④教員の授業改善評価アンケート
　　　　「根拠をもとに自分の考えを説明させている」
　　　　「振り返りの場の設定」肯定群がともに８０％以上
　　　　ICT活用指導力のチェックリスト
　　　　A-1「ICTの活用場面を計画して利用」肯定群９０％以上
（３）平日の家庭学習時間学習
　　　　１時間以上７０％以上、うち２時間以上４０％以上。

<Ⅰ-1(1),1(2),1(4),
1(5),Ⅲ-1(1),1(2)>

【研究主任、学力向上
部会、情報教育担
当、教頭】

・新学習指導要領の内容の再確認
・ベクトルを合わせて授業改善を推進する。
・全国学力学習状況調査
→全国正答比±０
・高知県学力定着状況調査
→県平均±０
・学校評価アンケートで授業に関する項目　→
肯定的評価90%以上
・学校評価で「学力」に関する項目をA評価
・ICT活用指導力のチェックリスト項目A
→強い肯定的評価70%以上

３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

２
年
目

【
令
和
３
年
度

】

（　）

学校教育目標 学校経営理念
『たくましく　生きぬく力をつける』 ～確かな学力を身につけ　心身共に健全な
生徒の育成～

研究主題
「自ら学ぶ力のある生徒の育成」
～生徒が主体的・対話的で深い学びに向かうICTを活用した学習過程・指導方
法の研究～

7 【学級数】 3 （　） 【児童生徒数】 12学校経営計画　＜令和２年度～令和４年度＞ 【学校名】 馬路中学校 【校長名】 仙頭　瑞嘉 【教職員数】

　私たちの村はかつて林業により日本の近代化を支えた歴史があり、その先人の誇りを胸に官民
一体となり持続可能な自治体のあり方を懸命に模索し、激しい競争の中、絶えず新たなものを創
造しながら、価値を生み出す努力を続けている。しかし、「元気村」で知られる本村も先の調査で
四国一の人口減少率を示し、厳しい状況に向き合うなど、本校には新たなイノーべーションを生み
出し、村の未来を託す人材育成という大きな期待と使命がある。そして地理的ハンディが情報の
過疎、教育の格差に繋がる事がない取り組みが、教職員にはその覚悟と実践力が求められる。
小中一貫校の強みを最大限に活かし、村を離れる１５才時の理想像を共有し、義務教育の担い
手であるという共通認識と、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」について、９年間にわたる一
貫した協働的な取り組みを進め、新しい未来と時代を切り拓く児童生徒の育成を目ざす。

学校経営方針

<Ⅰ-1(1),1(2),1(4),
1(5),Ⅲ-1(1),1(2)>

【研究主任、進路指導
主事、学力向上部
会、情報教育担当、
校長】

中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

（１）前回の結果を全教職員で共有するとと
もに、問題を解き全教科を通して身に付け
る力を確認した。
（２）①②週に一度、チーム会を実施し、教
科間連携が充実している。他教員の授業参
観はできているが、参観週間を設けることが
できていない。
①授業評価アンケートを実施し、チーム会で
分析・共有できた。
②「根拠を基に自分の考えを説明させてい
る」「本時のねらいが達成できている」は肯
定群100％「ふりかえりの場の設定」71.4％。
③ICTの利用頻度についてのアンケートを
実施できた。
（３）各教科で家庭学習を出している。



○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小
中連携。児童アンケート肯定的評価80%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の充
実。教員アンケート肯定的評価80%
・支援委員会、特別支援研修会等小中連携に
よる不登校・問題行動への取り組み。不登校・
問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護
者アンケート肯定的評価80%
○部活動生徒・保護者アンケート肯定的評価
80％以上。
○外部人材を積極的に活用した防災･安全教
育への取り組み。新たな外部人材の活用。
○働き方改革の推進。教員の時間外労働４５
時間以内の割合を３割。

○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小
中連携。児童アンケート肯定的評価90%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の充
実。教員アンケート肯定的評価90%
・小中が連携した不登校・問題行動への取り組
み。不登校・問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護
者アンケート肯定的評価90%
○部活動生徒・保護者アンケート肯定的評価
85％以上。
○外部人材を積極的に活用した防災･安全教
育への取り組み。新たな外部人材の活用。
○教員の時間外労働４５時間以内の割合を５
割。

○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小中連
携。児童アンケート肯定的評価100%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の充実。
教員アンケート肯定的評価100%
・小中が連携した不登校・問題行動への取り組み。
不登校・問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護者アン
ケート肯定的評価100%
○部活動生徒・保護者アンケート肯定的評価90％
以上。
○外部人材を積極的に活用した防災･安全教育へ
の取り組み。新たな外部人材の活用。
○教員の時間外労働４５時間以内の割合を７割。

短期計画　【徳】

短期計画　【横断】

短期計画　【体】

目標＜単年度の到達指標＞

Ｂ

①「バランスのとれた朝食」61.3％と課題があるが、朝食摂

取率は100％　・お弁当の日に意欲的に取り組んでいる75%､

生きる力に直結する取組みであり今後とも続ける。

②スポーツテストの結果A・B評価が５６％、C・D評価が４

４％となり、目標の達成はできなかったので、取り組みを継

続していく。

③学校評価生徒アンケート「健やかな身体」に関する４項目

肯定的評価平均が８１％と意欲は感じられるが生活改善ア

ンケートでは睡眠時間8時間の割合72%、自立起床68%と課

題がある。

・学校給食を活用した食育を推進する。
・『馬路式お弁当の日』を計画的に実施する。
・体力調査の結果をもとに年間を通して計画的な体力づくりを行う。
・生活習慣を把握し、改善に向けての指導を行う。

①食育に関する資料や保健便りを定期的発行する。
「バランスのとれた朝食(主食＋主菜＋副菜)を摂っている 80％以
上」。
朝食摂取率100％
・各回のテーマに沿った工夫した弁当を作る。（年間５回）　小中学校
での交流を設定する。
②体力調査の結果、課題のあった種目の数値を１０％向上
③生活改善（就寝・起床時間で目標達成）80％以上。

①朝食摂取率は平日９２％、

休日８８％だった。2年生に課題あり。

バランスのとれた朝食を取っているは平日は４３％、休

日が２１％で目標に到達していないので、面談をして家

庭にも協力を求める。

③自分の設定した就寝時間を守れたのは42％、起床時

間は67％だった。メディアの使用時間が原因の1つと考

えられる。 Ｂ

・朝食摂取率は２学期に平日、休日とも100％になった。「主食・主

菜・副菜」の割合が平日６０％（＋１７％）になった。

・スポーツテストでＡ・Ｂ評価の割合が５８％で2％上がった。.

・馬路式お弁当の日では、テーマに沿った工夫した弁当を作ることが

できた。

・生活改善で個人目標達成が就寝１学期平日５８％が２学期７２％、

休日１学期が６７％が２学期５９％になった。また起床１学期平日が

７０％が２学期６８％、休日が１学期平日４６％が２学期５４％にな

り、向上が見られたが、８０％以上に達しなかった。メディアの使用

時間が長くなっていることが原因として考えられる。保護者と連携し

た改善を図る必要がある。

項目
＜振計＞【担当】

目標達成に向けた取組 中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

Ｂ

・「家庭で取り組む高知の道徳」を一学期三者面談で「道徳通信」を

発行し共有し、道徳参観日で教材として使用した。この結果、家庭で

取り組む道徳への肯定的評価が２０％上昇した。まだ、５８．３％で

半数ゆえ、来年以降も継続した取り組みをしていく。

・道徳意識調査で道徳の時間に対する肯定的評価は87.5％から

91.7%と更に伸びた。授業改善、授業研究が効果を表した。

・「家庭で取り組む高知の道徳」を家庭と連携をした活用機会を年1

回以上行えた。

・道徳意識調査で生徒の肯定的評価の割合が８５％以上。

・参観日への参加率　67％以上。

・Q－Uアンケート満足群を１回目より２回目は向上できた。42％→

50％

・コロナ禍でゲスト招聘が縮小されたが計画的にキャリア教育をすす

められた。

・自尊感情　80％以上。（Q-U、道徳意識調査）

・不登校（長期欠席）者　0名。いじめ解消100％。

・校内支援会を毎月１回実施。

・個別の校内支援会をもつことは不充分であったが、代替として日常

的な生徒理解に関する情報交換やＳＣ，ＳＳＷを交えての生徒に関

する情報共有を行った。

①小中連携教育、教員アンケート肯定的評価８割以上
②地域との連携、児童生徒・保護者評価アンケート　肯定的評価８割
以上

③部活動生徒・保護者アンケート　肯定的評価80％以上
④防災教育アンケート肯定的評価８割以上
　
⑤時間外勤務４５時間以内の割合を３割以上

中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞

・スポーツテストがすべて終わっていない。2学期に実施

する。

・学校評価アンケートは2学期に実施する。

・朝食摂取率は９４％。休日食べていない生徒あり。

・馬路式お弁当の日は2学期以降に5回実施。

・普段の日の起床は７時まで100％であるが、25％の生

徒がゲームをして就寝が遅く、勉強に集中できていない

生徒がいる。

①小中連携教育、教員アンケート肯定   評価100％

②地域との連携、児童生徒・保護者評価アンケート肯定的評価90%
③部活動生徒・保護アンケート　肯定的評価90％
　
④「地震が起きたときに自分で身を守れるか」
　「地震が起きたときに安全な避難場所を知っている」
  「一人で登下校しているときに安全な場所に避難できる」の項目にお
いて肯定的評価　８０％
⑤時間外勤務４５時間以内の割合を５割
　支援システムの活用率１００％

１
年
目

【
令
和
２
年
度

】

目標＜単年度の到達指標＞ 項目
＜振計＞【担当】

目標達成に向けた取組 中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞

３
年
目

【
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和
４
年
度

】

２
年
目

【
令
和
３
年
度

】

・運動会以外はほとんど行事が中止になっ
ている。
・避難訓練は計画通り行われている。（シェ
イクアウト訓練）

Ｂ

①小中連携教育、教員アンケート肯定評価
100％
授業改善を柱とした取り組や児童生徒理解
の共有などにより連携を実感できている。

②地域との連携、児童生徒・保護者評価アン
ケート肯定的評価86%となっており、地域に出
向いたり、協力をあおいだりしながら活動が
できている
③部活動生徒・保護者アンケート肯定的評価
86％。個に応じた指導や保護者との連携・協
働が適切に行われている。
　
④「地震が起きたときに自分で身を守れる
か」肯定的評価75%「地震が起きたときに安全
な避難場所を知っている」肯定的評価78％
「一人で登下校しているときに安全な場所に
避難できる」肯定的評価57％
　
⑤時間外勤務４５時間以内の割合は、10％と
なっている（4月～1月まで）が、システムによ
る時間管理が不十分であり、実際はもう少し
割合は高い。実態が可視化できるようシステ
ムの効果的な活用を促したい。

①小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実
          Ｒ３年度13.2/週  外国語・算数・音楽
        （授業スタンダードにもとづいた授業実践の向上）
・教員間の授業参観週間による小中教員の授業評価
・小中合同職員朝礼週２回、合同職員会・支援委員会月１回
・合同授業研修会学期２回、夏季休業中合同研修３回
・外部講師による合同特別支援研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　・
合同行事の開催（運動会、清掃活動、低学年読み聞かせ等）
②保護者、地域との連携･協働の推進
・「馬路式お弁当の日」年間５回実施、村納涼祭、おしどりマラソン大
会運営役員、村民駅伝大会、地域人材による授業、柚子穫りボラン
ティア、敬老会、福祉交流活動参加等
③部活動
全教員による部活指導。年度当初・新チーム発足時の保護者説明
会の実施。小学生体験入部と三学期の体験活動実施。PTA事業へ
の参加（林道の草刈り）
④防災・安全教育
・外部機関と連携した新規事業の実施（消防、警察、自衛隊）
⑤働き方改革
・校務支援システムの活用を徹底し、時間管理、時間短縮を行う。

＜横断１・２＞
【教頭、小中各分掌担
当】

　

①教員アンケート2学期実施予定
②学校評価アンケートでの見取り予
定
　PTAや村内の各種団体役員等に対
するコミュニティースクールに関する
学習会を２学期に実施予定
③学校評価アンケートでの見取り予
定
④第3回避難訓練にて事後アンケー
ト実施予定
⑤時間外勤務45時間以内の割合２
５％（7月まで）
　支援システム活用率100％

Ｂ

①小中連携教育、教員アンケート　肯定評価
100％
授業づくりや生徒理解、合同行事などを通じ
小中の教員間の連携は密になっている。
②地域との連携、児童生徒・保護者評価アン
ケート　肯定的評価　77.5%
生徒・保護者には地域との連携が不十分の
結果が出ており、コミュニティースクールの立
ち上げなどを通じて連携を深めていきたい。
③部活動生徒・保護アンケート　肯定的評価
86.3％
部活動ガイドラインにもとづいた部活動運営
を行っている。引き続き、意欲を持って部活
動に取り組む運営を心がけていく
④コロナ禍により避難訓練が3月に延期し、
アンケート未実施、3月中に実施予定
⑤時間外勤務４５時間以内の割合　11.7％
支援システムの活用率１００％
両数値とも管理職を中心とした声がけにより
改善された。
・保護者や地域は、学校行事等にはよく協力
してくれ、その参加率も高い。
・コミュニティースクール設立に向けた学習会
等の取り組みを進める必要がある。

◇具体的な取組 ◆取組の評価指標
①小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の拡大（R元年度12.1/週、R２年度
18.5/週）
・教員間の授業参観週間による小中教員の授業評価
・小中合同職員朝礼週２回、合同職員会・支援委員会月１回
・合同授業研修会学期２回、夏季休業中合同研修３回
・外部講師による合同特別支援研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　・
合同行事の開催（運動会、清掃活動、低学年読み聞かせ等）
②保護者、地域との連携･協働の推進
・「馬路式お弁当の日」年間５回実施、村納涼祭、おしどりマラソン大
会運営役員、村民駅伝大会、地域人材による授業、柚子穫りボラン
ティア、敬老会、福祉交流活動参加等
③部活動
全教員による部活指導。年度当初・新チーム発足時の保護者説明
会の実施。小学生体験入部と三学期の体験活動実施。PTA事業へ
の参加（林道の草刈り）
④防災・安全教育
・外部機関と連携した新規事業の実施（消防、警察、自衛隊）
⑤働き方改革
・校務支援システムによる勤務時間の管理を行い、長時間勤務の実
態を可視化し定期的な部会を開催する。
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度

】

２
年
目

【
令
和
３
年
度

】

３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

・「家庭で取り組む高知の道徳」を家庭と連携をした活用機会を年1回以上行う。
・道徳意識調査で生徒の肯定的評価の割合が８５％以上。
・参観日への参加率　90％以上。
・Q－Uアンケート満足群を１回目より２回目は向上する。
・計画的にキャリア教育をすすめる（ゲスト招聘）。
・自尊感情　80％以上。（Q-U、道徳意識調査）
・不登校（長期欠席）者　0名。
　いじめ解消100％。
・校内支援会を毎月１回実施。

・学校評価アンケートや道徳参観日の実施
は2学期に実施する。
・ＳＣと生徒全員との面談を実施することが
できた。今後もデータをもと
に支援会（コーディネー、担任との意見交換
を定期的に行う。

Ｂ

・「家庭で取り組む高知の道徳」を活用した。
・道徳参観日はコロナ感染症問題あり、出席率は50%
にとどまった。
・Ｑ-Ｕアンケート「学校生活満足群」の割合が69%、道
徳意識調査「授業で他の意見を聞き自分のことをよく
考えている。」93%、「道徳の時間は好き」87%、「自尊
感情」80%の肯定的評価。
・学校評価生徒アンケート「豊かな心」に関する５項目
の平均が89%
・12月より長期欠席者1名、毎月のアンケート実施、見
守りの強化を図っている。

○豊かな心を育てる教育の充実
・道徳意識調査で生徒の肯定的評価の割合が
９０％以上
・Ｑ-Ｕアンケート「学校生活満足群」の割合８
０％
・学校評価で「豊かな心」に関する項目をＡ評
価にする。

○豊かな心を育てる教育の充実
・道徳意識調査で生徒の肯定的評価の割合が
85％以上
・Ｑ-Ｕアンケート「学校生活満足群」の割合８
０％
・学校評価で「豊かな心」に関する項目をＡ評
価にする。

＜Ⅰ-2(4),2(5),
                 2(6) >

【生徒指導主事、
　道徳推進教師、
　心身の健やかな
　　　　成長部会】

・道徳教育を充実（教材・授業展開の研究）する。
・道徳参観日を実施する
・生徒指導３機能の共通理解する。
　Q－U満足群の向上。
・キャリア教育の充実を図る。
・自尊感情・人権意識の向上を図る。
・いじめ防止基本方針の見直しと周知を図る。
・校内支援員会を継続的に実施する。

・「家庭で取り組む高知の道徳」を活用する。
・参観日への参加率　90％以上。
・Q－Uアンケート満足群を１回目より２回目は向上する。
・計画的にキャリア教育をすすめる（ゲスト招聘）。
・自尊感情　80％以上。
・不登校（長期欠席）者　0名。
　いじめ解消100％。
・校内支援会を毎月１回実施。

＜Ⅰ-2(4),2(5),
                 2(6) >

【生徒指導主事、
　道徳推進教師、
　心身の健やかな
　　　　成長部会】

・道徳教育を充実（教材・授業展開の研究・道徳参観日の実施）す
る。
・生徒指導３機能の共通理解し、指導に活かす。
　Q－U満足群の向上、個人指導への活用
・キャリア教育の充実を図る。
・自尊感情・人権意識の向上に向けた工夫をする。
・いじめ防止基本方針の見直しと周知の徹底を図る。
・校内支援員会を継続的に実施する。
・小中の異年齢による関わりを重視した指導を工夫し、共感的な心
情を育成する。

・「家庭で取り組む高知の道徳」を家庭と連携をした活用機会を年1回以上行う。
・道徳意識調査で生徒の肯定的評価の割合が８５％以上。
・参観日への参加率　90％以上。
・Q－Uアンケート満足群を１回目より２回目は向上する。
・計画的にキャリア教育をすすめる（ゲスト招聘）。
・自尊感情　80％以上。（Q-U、道徳意識調査）
・不登校（長期欠席）者　0名。
　いじめ解消100％。
・校内支援会を毎月１回実施。
・小中の異年齢による関わりを重視した取り組みを、全学年で実施する。プール清
掃、小中運動会、体育館掃除を実施し、「他学年の友達と協力できた」で肯定的評
価１００％。

・「家庭で取り組む高知の道徳」を一学期三者面談で

「道徳通信」を発行し共有し二学期に提出してもらう。

・道徳意識調査で道徳の時間に対する肯定的評価は

87.5％で指標を達成した。

・ＱｰＵアンケート満足群42％で低いので個別面談など

を行って数値を上げる取り組みをする。

・2学期からはＳＣを交えて月1回校内支援会を行うよう

にする。

・自尊感情75％

○豊かな心を育てる教育の充実
・道徳意識調査で生徒の肯定的評価の割合が
８５％以上
・Ｑ-Ｕアンケート
「学校生活満足群」の割合８０％
・学校評価で「豊かな心」に関する項目をＡ評
価にする。

目標＜単年度の到達指標＞ 項目
＜振計＞【担当】

目標達成に向けた取組

１
年
目

【
令
和
２
年
度

】
＜Ⅰ-2(7),2(8)＞

【栄養教諭、
　　養護教諭
　　　体育主任
　　　　部活担当】

①食育に関する資料や保健便りを定期的発行する。
「バランスのとれた朝食(主食＋主菜＋副菜)を摂っている 80％以
上」。
朝食摂取率100％
・各回のテーマに沿った工夫した弁当を作る。（年間５回）　小中学校
での交流を設定する。
②体力調査の結果、課題のあった種目の数値を１０％向上
(合同アップの充実）
③生活改善（就寝・起床時間で目標達成）80％以上。

◇具体的な取組 ◆取組の評価指標
○健やかな身体
・体力調査における個人総合評価で、全員が
Ｂ以上
・生活習慣に関するアンケートで、意識の向上
や改善に取り組む割合が７０％以上
・学校評価で「健やかな身体」に関する項目を
Ａ評価

＜Ⅰ-2(7),2(8)＞

【栄養教諭、
　　養護教諭
　　　体育主任
　　　　部活担当】

・学校給食を活用した食育を推進する。
・『馬路式お弁当の日』を計画的に実施する。
・体力調査の結果をもとに年間を通して計画的な体力づくりを行う。
・生活習慣を把握し、改善に向けての指導を行う。

①食育に関する資料や保健便りを定期的発行する。
「バランスのとれた朝食(主食＋主菜＋副菜)を摂っている 80％以
上」。
朝食摂取率100％
・各回のテーマに沿った工夫した弁当を作る。（年間５回）　小中学校
での交流を設定する。
②体力調査の結果、課題のあった種目の数値の向上
③生活改善（就寝・起床時間で目標達成）80％以上。

２
年
目

【
令
和
３
年
度

】
３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

○健やかな身体
・体力調査における個人総合評価で、全員が
Ｂ以上
・生活習慣に関するアンケートで意識の向上や
改善に取り組む割合が７０％以上
・学校評価で「健やかな身体」に関する
項目をＡ評価

○健やかな身体
・体力調査における個人総合評価で、A、Ｂ以
上が75％
・生活習慣に関するアンケートで、意識の向上
や改善に取り組む割合が８０％以上
・学校評価で「健やかな身体」に関する項目を
Ａ評価 にする。

◇具体的な取組

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞◆取組の評価指標

＜Ⅰ-2(4),2(5),
                 2(6) >

【生徒指導主事、
　道徳推進教師、
　心身の健やかな
　　　　成長部会】

＜Ⅰ-2(7),2(8)＞

【栄養教諭、
　　養護教諭
　　　体育主任
　　　　部活担当】

・学校給食を活用した食育を推進する。
・『馬路式お弁当の日』を計画的に実施する。
・体力調査の結果をもとに年間を通して計画的な体力づくりを行う。
・生活習慣を把握し、改善に向けての指導を行う。

＜Ⅰ-1(3) Ⅳ-2(1)横
断１・２＞
　
【教頭、
   小中各分掌担当】

＜横断１・２＞
【教頭、
   小中各分掌担当】

①小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の拡充（R4年度16.8h/週 外国語・算
数・理科・音楽・体育）
・小中合同職員朝礼週２回、合同職員会月１回
・合同授業研修会年間２回、夏季休業中合同研修３回
・外部講師による合同特別支援教育研修会
・合同行事の開催（運動会、清掃活動、低学年読み聞かせ等）
②保護者、地域との連携･協働の推進
・コミュニティースクール（学校運営協議会）の設立
・「馬路式お弁当の日」年間５回実施、おしどりマラソン大会運営役
員、村民駅伝大会、地域人材による授業、敬老会、福祉交流活動参
加等
③防災・安全教育
・外部機関と連携した新規事業の実施（消防、警察、自衛隊）
　④働き方改革
・校務支援システムによる勤務時間の管理を行い、長時間勤務の実
態を可視化し定期的な部会を開催する。

①小中連携教育、教員アンケート肯定的評価８割以上
②地域との連携、学校評価アンケート（児童）肯定的評価８割以上
学校運営協議会を設立・実施している
③防災教育アンケート肯定的評価８割以上
「地震が起きたときに自分で身を守れるか」
「地震が起きたときの安全な避難場所を知っている」
「一人で登下校しているときに安全な場所に避難できる」
　
④時間外勤務月４５時間以内の割合を7割以上



○小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の充実による小中連
携。児童アンケート肯定的評価100%
・小中合同職員会、合同研修会、二部会の充実。
教員アンケート肯定的評価100%
・小中が連携した不登校・問題行動への取り組み。
不登校・問題行動０継続。
○保護者、地域との連携･協働の推進。保護者アン
ケート肯定的評価100%
○部活動生徒・保護者アンケート肯定的評価90％
以上。
○外部人材を積極的に活用した防災･安全教育へ
の取り組み。新たな外部人材の活用。
○教員の時間外労働４５時間以内の割合を７割。

３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

　＜Ⅰ-1(3) Ⅳ-2(1)横
断１・２＞
　
【教頭、
   小中各分掌担当】

①小中連携教育の推進
・中学校による乗り入れ授業の拡充（R4年度16.8h/週 外国語・算
数・理科・音楽・体育）
・小中合同職員朝礼週２回、合同職員会月１回
・合同授業研修会年間２回、夏季休業中合同研修３回
・外部講師による合同特別支援教育研修会
・合同行事の開催（運動会、清掃活動、低学年読み聞かせ等）
②保護者、地域との連携･協働の推進
・コミュニティースクール（学校運営協議会）の設立
・「馬路式お弁当の日」年間５回実施、おしどりマラソン大会運営役
員、村民駅伝大会、地域人材による授業、敬老会、福祉交流活動参
加等
③防災・安全教育
・外部機関と連携した新規事業の実施（消防、警察、自衛隊）
　④働き方改革
・校務支援システムによる勤務時間の管理を行い、長時間勤務の実
態を可視化し定期的な部会を開催する。

①小中連携教育、教員アンケート肯定的評価８割以上
②地域との連携、学校評価アンケート（児童）肯定的評価８割以上
学校運営協議会を設立・実施している
③防災教育アンケート肯定的評価８割以上
「地震が起きたときに自分で身を守れるか」
「地震が起きたときの安全な避難場所を知っている」
「一人で登下校しているときに安全な場所に避難できる」
　
④時間外勤務月４５時間以内の割合を7割以上


